




















































Childcare Practice of the Field “Expression” at the Nursery School


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ぞれ「 3 匹の構成」と「 2 匹の構成」で，お
しゃれを競うトリたちの様子を描いている。
お互いの表現について楽しく会話しながら，
飾りの入れ方，表情の入れ方，背景の入れ方
にそれぞれの工夫をこらして活動を楽しんで
いることがわかる。
「図 8 」からは，女児同士がおしゃべりし
ながら描画活動を楽しんでいる。仲のいい女
児には「同じ絵を描きたい」という傾向がよ
く見られるのだが，この二人には模倣し合い
たいという雰囲気は薄く，お互いの色使いや
飾り具合を認め合いながら，自分の感性を画
図６　描画活動・保育者の援助
図７　子どもたちの描画活動の様子
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面に表現しようとする意欲が感じられる。こ
れは領域「人間関係」の内容（ 7 ）「友達の
よさに気付き，一緒に活動する楽しさを味わ
う」や（ 8 ）「友達と楽しく活動する中で，
共通の目的を見いだし，工夫したり，協力し
たりなどする」といった内容も含まれ，子ど
もの成長を促すことにもつながっている。
「図 9 」の子どもが描いた「おしゃれなカ
ラス」は，鳥の国の王様になったカラスの喜
びが画面いっぱいに表現された作品になって
いる。「おうさまになったから，かんむりを
つけて，おおきいほうせきのくびかざりもつ
けたの」と，自分の表現を誇らしげに説明し
てくれた。目の中をカラフルに塗り分けたと
ころなどもとても独創的であり，「鳥の王様」
としての自分のイメージを豊かに表現するこ
とができるように成長した証といえる。
クレヨンでの描画活動が完了した子どもか
ら，各クラスの保育者に着彩の作業に移って
いいのかを尋ね，保育者が確認した上で「水
彩絵の具の着彩活動」に入って行く。保育者
は画面に大きな余白がある場合や，クレヨン
による詰めが甘い部分がある場合は，追求す
ることを助言している。「図10」からは，筆
に溶いた絵の具を含ませすぎて，画用紙上で
はみ出してしまったことが気になり，保育者
に困っていることを相談する男児に，対応す
る保育者の姿が見られる。保育者がアクシデ
ントに対しての対応をしっかり援助を通して
見せることで，次の活動で生かされるであろ
う子どもの自立が期待できることとなる。
「図11」の様子からは，水色とピンク色の
絵の具を使って着彩しているのだが，絵の具
を溶くときに 2 色の間を空けてパレットを使
用している。隣り合わせたパレットの部屋で
絵の具を溶いてしまうと，絵の具が混じり
合って濁らせてしまうこともあるのだが，こ
の女児は，筆者や保育者からの使い方の説明
をしっかり理解し，習得することができるよ
図８　子どもたちの描画活動の様子
図10　水彩絵の具による着彩活動・保育者の援助
図９　子どもの描画活動の様子
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うになっている。年中組の新年度 5 月から，
自分で水彩絵の具を取り扱うことが始まり，
半年が経過し，これまでに 5 回の経験を経て
いるため，回を重ねるごとに扱いが上手に
なっている。混じっていないきれいな色で作
品づくりをしようとする意識がしっかり着彩
活動に反映されており，工夫して活動を楽し
むことができている。一方，パレットの使い
方を間違い，隣同士の部屋に絵の具を出して
しまう子どももおり，不安げに筆者や保育者
に相談する場面もあるため，次から気をつけ
ることや，混じってしまわないように気をつ
けて筆を使えば問題ないことを伝えること
で，保育者は子どもの不安や停滞を克服させ
ていた。
「図12」の子どもの作品は，筆者や保育者
の参考作品に引きずられることなく，自分の
考えでカラスの形態を描き，自分の感覚で着
彩しており，集中して自分のイメージの表現
を楽しむことができたいた様子が印象的なも
のである。保育者もその子の意欲や作品の特
徴を生かすことを優先し，温かい言葉を掛け
ながら見守っていた。これは「幼児の自己表
現は素朴な形で行われることが多いので，教
師はそのような表現を受容し，幼児自身の表
現しようとする意欲を受け止めて，幼児が生
活の中で幼児らしい様々な表現を楽しむこと
ができるようにすること」という領域「表現」
の 3 「内容の取扱い」に留意すべきこととし
て示されていることを，保育者たちがしっか
り理解し，指導する側の意図を押し付けるこ
となく援助していることが生かされていると
いえる。
「図13」の作品は，おしゃれに着飾ったカ
ラスの元に，他のおしゃれをしたトリが遊び
に来たところを，女児が描いたもののである。
他の子どもたちが水彩絵の具で着彩する段階
で，カラスの地の色を様々な色で変身させて
いる中，この女児は「黒いカラス」がおしゃ
れになったところを描こうとして，黒色に近
い紺色で頭とつばさを着彩している。これは
お話の内容に忠実であろうとするこの女児
が，自分なりの考えで「おしゃれなカラス」
図11　水彩絵の具による着彩活動の様子
図13　女児が描いた「おしゃれなカラスたち」
図12　男児が描いた「おしゃれなカラス」
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を創造した結果といえる。正面から見たトリ
と横から見たトリを構成することで，きれい
になったカラスをお祝いに来た様子が，ほの
ぼのとした雰囲気で描かれている。
「図14」の作品は，「図 8 」の女児が友だち
と楽しく会話しながら描いたものであるが，
「鳥の国の王様」を意識して，つばさを広げ
た自分のイメージを画面いっぱいに表現して
いる。クレヨンによる描画時にも，きれいな
アクセサリーを飾るようにいろいろな色で模
様を描き，表情も王様になった嬉しさを表現
したと述べている。着彩も一番目立つ色とい
うことで，黄色を選んでいる。『おしゃれな
カラス』のお話の内容から，女児が想像を発
展させ，自分なりに表現を楽しんでいること
がよくわかる作品である。
〈まとめ〉
今回の活動では，『おしゃれなカラス』と
いう『イソップ物語』の中の一つを保育者か
ら読み聞かせしてもらい，そのお話の様子や
主人公の気持ちなどを自分なりに解釈し，感
じ取ったことや考えたことを友だちや保育者
に伝え合ったり，イメージを膨らせたりする
ことで，それぞれの子どもたちが絵画表現を
心から楽しむことができていた。また，画材
の使い方で思い通りにならないことが発生し
た時も，その子なりにやり方を工夫したり，
保育者や講師に助言を求め，より良い使い方
ができるように努力したり，子どもたち自身
が見通しをもって活動をやり遂げようとする
様子が見られた。これは領域「表現」に謳わ
れている「感じたことや考えたことを自分な
りに楽しむ」というねらいを，子どもたち自
身がしっかりつかみ，取り組んだ結果といえ
る。子どもたちの中には，自分のイメージを
上手く形に表現できなかったり，道具が適切
に使えなかったりする者もいるのだが，友だ
ちの様子や保育者からの援助により，その子
なりに自分で解決しようとする姿勢もうかが
えた。
この成長は，子どもたちが「自分なりに表
現活動を楽しむ」「水彩絵の具の使い方に慣
れる」という今回の活動のねらいをしっかり
捉えて活動できるように，保育者たちが制作
環境設定や教材研究にていねいに向き合った
ことが促したものといえる。子どもたちに自
分なりの表現することの楽しさを味わわせる
ために，保育者たちは講師からの助言をもと
に，子ども一人一人の気持ちを支えることや
掘り下げた活動を促すための援助・指導を目
指し，子どもたちと共に日々，保育者自身も
成長しているともいえる。
おわりに
本稿では，筆者が「絵画指導」の講師とし
て携わった保育現場での描画活動の様子を分
析することで，領域「表現」を通して子ども
たちが何をどのように体験し，学ぶことでど
う成長したのかを示してきた。子どもを成長
させることのできる真の保育実践には，「幼
稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携
型認定こども園教育・保育要領」に基づく保
育者の教育指針と想いを見て取ることができ
る。
図14　女児の描いた「おしゃれなカラス」
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今回取り上げた活動では，「保育者が読み
聞かせをした物語に興味をもち，想像する楽
しさを味わった上で，感じたことや考えたこ
とを自分なりに絵に表現する」というめあて
を子どもたちがしっかり理解し，「自分なり
の色や形を表現することを楽しむ」活動を一
人一人が興味をもって取り組むことが大切と
なる。この一連の活動の流れの中で子どもの
学びは，経験を積んだ保育者にとっては子ど
もの成長具合に合わせて計画的かつ柔軟な対
応により可能となるのであるが，新任の保育
者には予期せぬ子どもの行動に援助や指導が
追いつかず難しい場面もある。しかし，子ど
もたちが興味をもって取り組み，夢中になっ
て描画活動を楽しむ姿や，子どもの感動や思
いが詰め込まれた作品に接することで，より
良い制作環境のあり方や教材のあり方を保育
者自身が考え成長できる契機ともなり，保育
者育成の観点からも領域「表現」の取り組み
は重要なものといえるのである。
また，今回の「お話の絵を描く」という領
域「表現」の活動には，単に絵を描くという
だけでなく，領域「人間関係」の内容⑵「自
分で考え，自分で行動する」や領域「言葉」
の内容⑶「したいこと，してほしいこと言葉
で表現したり，分からないことは尋ねたりす
る」といった他者との関わりにより，自分の
能力を育てていくという体験も多角的に含ま
れてくる。これは幼児教育が領域ごとに目標，
ねらい，内容を定めていても，領域ごとに見
方・考え方を変えているわけではないという
姿勢の表れといえる。小学校教育は授業とい
う形の中で各教科の教材が教えるべき内容を
示していて，45分の授業のやり方の中で工夫
しているが，幼児教育の場合は園という環境
の中で子どもが能動的・主体的に活動に関わ
ることで試行錯誤しながら，幼児期の資質・
能力を身につけていく。そのような幼児教育
のプロセスを大事にすることで，幼児教育の
様々な活動が成立しており，それを保育者が
子どもとともにつくり上げて行くのである。
それが結果的に「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」を実現することになる。
A幼稚園・年中組の「絵画指導－お話の絵
を描く『おしゃれなカラス』－」の活動につ
いては，領域「表現」の「感じたことや考え
たことを自分なりに表現することを通して，
豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊
かにする」という目標を，経験豊かな保育者
たちが柔軟な対応で捉えた上での実践だから
こそ，今回のような保育が行うことができた
といえる。「表現」で何を育てるかを理解し
た上で，保育者が自分に置かれた環境を理解
することで，さまざまな表現活動に関する保
育実践が可能となる。そして，保育者養成課
程の大学教員が保育者とともに，保育現場で
子どもたちの成長を支える保育を実践するこ
とが，保育者を目指す学生への充実した教材
提供にもつながるのである。
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